
■大晦日の意味■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 140 号 

 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mail と Facebook で松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ブログから：大晦日の意味 

 

2018 年の元日は月曜日ということで、今年のブログは元日からスタートしようと思ったのだが、大晦日を迎え

てもまだ、なぜか来年のことをまじめに考える気がしない。確かに区切りではあるけれど、1 月 1 日になったか

らと言って何かが変わるわけではないと、先日結婚記念日のことを書きながら思ってしまったせいかも知れない。

毎年何も疑うことなく浮かれているけれど、そもそも年越しとは何なのか･･･ふと気になってしまったので、今

日はちょっと大晦日について振り返ってみたいと思う。 

 

大晦日という慣習は、日本文化に古くからある「歳神様」（としがみさま）、または「歳徳様」（としとくさま）へ

の信仰に基づく儀礼から生じており、これらは歳徳神などとも呼ばれるその年一年間を司る神様に由来するとい

う。年の初めから来られるため、「正月様」（しょうがつさま）とも呼ばれるこの神様は、神社のような宗教施設

ではなく各家々に訪れると信じられていたため、自分の家にお迎えし食事を共にしたりするために大晦日から

「年籠り」（としごもり）をして元旦も家で過ごすことが一般的であったという。また、この神様は年によって来

られる方向が異なり、その方角を「恵方」と呼んだ。そのため、元旦には恵方にある近所の神社へ参拝する恵方

詣りをすることもあるという（wiki 参照）。 

昔の大晦日は今の節分、元旦は立春に当たるので、これらの関係は判りやすい。 

 

後に歳神様が家に来られるという観念がほとんど無くなり、一般庶民が正月三賀日などに神様に願いを伝えるた

めにこちらから神社へ参賀する「初詣」を行うようになっているが、そのきっかけは、明治 20 年代に官公庁か

ら始まった元旦に御真影を拝む「新年拝賀式」と、1891 年（明治 24 年）の「小学校祝日大祭日儀式規定」によ



り元旦に小学校へ登校する「元旦節」などを経て、関西の鉄道会社が正月三賀日に（恵方とは無関係な方角の）

神社へ初詣を行うというレジャー的な要素を含んだ行事を沿線住民に宣伝しこれが全国にまで広まったことで、

年籠りという習慣は次第に失われたとされる(wiki 参照)。 

やはり、いつの時代も文化・風習はビジネスと密接に関係しながら、社会に根付き変化をもたらす。 

 

日本の平安時代に行われていた大晦日の宮廷儀礼の 1 つに「鬼やらい」とも呼ばれる「追儺」（ついな）がある。

年の変わり目という最大の節分において、「鬼」で表現される良くない何かを追い払うために方相氏（ほうそう

し）と呼ばれる恐ろしい扮装・いでたちの導士によって執り行われる古い行事であるが、これが後の節分行事に

変化したとされる。恐ろしい姿の演者としては、日本の郷土文化として大晦日や旧正月などに「なまはげ」など

が行われている(wiki 参照)。 

昔の「数え年」と言う風習は、生まれた年が 1 歳で、その後年が明けるごとに年齢が増えていく。つまり年取り

とは、すべての人が正月に一斉に神様から 1 つ年をもらうことだった。子供たちはよい子にしていないと神様＝

鬼から年をもらえない。この神様への供え物がお年玉で、年をもらえた子供たちがそのお下がりをもらえるのだ

そうだ。 

 

「年を取る」ということを、「小さな子供たちが良い子であったかを恐ろしい年神から判定され、そのご褒美に年

玉をもらう」という形にすることで、それが伝統として引き継がれる。子供たちはやがて成長し、鬼を恐れるこ

とも無くなるが、やがて子どもの親となり、自分が鬼となって子供を嚇すようになる。ちなみに、鬼が「牛の角

を持ち虎のパンツをはいている」のは、丑寅（うしとら）の方角が鬼門(東北)だからで、その鬼を退治するサル・

キジ・イヌは、申・酉・戌で西を指すという。様々な慣習や信仰から派生した営みが文化となって、世界のいた

るところで引き継がれた結果として、今の世界がある。 

 

そんなことを思いながら、あと 10 分で元日を迎える。単に地球が太陽の周りを 1 周するだけのことなんだけど、

次の 1 年を誰もが良い年にできますように。 

 

http://nanoni.co.jp/20171231/ 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. 今後の予定：今週・来週以降 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）1/01  休業日 

（火）1/02 ◎休業日 

（水）1/03 ◎休業日 

（木）1/04 ◎休業日 

（金）1/05 ○作業日 終日 笑恵館で面談可 

（土）1/06 ○作業日 終日 笑恵館で面談可 



 12-21 時 ★まつむら塾（笑恵館・予約制） 

（日）1/07 〇休業日 長津田で面談可 

 

相談のある人、一杯やりたい人、歓迎です。 

松村の予定はこちらで公開しています。http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. アクセスポイント：問い合わせ先 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 taku8823@ezweb.ne.jp 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

    http://shokeikan.com/ 

 

 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe?u=800df08672d8b31689226516d&id=df33ae0ce9 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe?u=800df08672d8b31689226516d&id=df33ae0ce9

